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表1-2　漁村や農村における近現代の出産習俗の変遷
時代変遷 敗戦 現代
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お産の場 産む人の自宅 助産施設

出典：吉村（2001）

男がお産の場にいるべきではない

皆無

誰の参加も認めない
初期には参加自由、のちに女

性だけに限定

助産専門家=産婆　のもつ助産
情報が正しい

助産専門家=産科医　の指導に
従って産ませてもらわねば危険

日本全国

免許もち産婆（助産婦） 産科医　助産婦

助産専門家　産婆 助産専門家、産科医

文化にとって正統なお産（産婦人科医の介助しやすさ優先）

ケガレを忌み籠もりして祓う
産後一定期間仕事をさせない

産後習俗はすたれ、すぐに労働
に復帰する場合もある

少数派だが、子育てグループなど
として、産小屋的ネットワークがで

き始めている

養成課程で学習した教科書上
の助産情報

医学教育のなかで得た医療者の、
治療や助産のための情報

初期には教科書中にあり、その
後、消失

出産習俗

お産設定

正統とみなされる
お産情報

出産体験に基づいた主観的、体感的情報

「仕切りがくる」「筋がさす」など数々

生理現象に合わせたお産
（産婦のからだ主体）

近代

出産の援助者

お産の決定者

出産観

出産文化
男がいると

お産は難しくなる
男がいないと
お産は難しくなる

妊産婦（産む人）

特になし（ひとりで産む）祖母、実母、姑など
血縁者、地縁者（とりあげ婆さん）

女のからだは産めるようにできている
産婦が産むしかない

身内の参加

体感的お産情報

坐産、立位、よつんばい産など多数
産む人の自宅

仰臥位姿勢、助産専門家が産ませやすい姿勢

祖母、実母、姉妹、
叔母など女たち

夫を中心とした家族
全員



- 16 - 
 

 
 

1999

8 24
 2000  2017

6
 2017a

5 4
1  

 2017 58

2010
 2010  

2017

 2017 58

 
1 2010

 

 2016) 8
3 5 1

 
2000

1-3 2000 276
0.023 250 300



- 17 - 
 

2000 2007 0.023 0.025
2008 0.027 2014 2016

0.03 0.031 2016 298
 

1-4 2000
2004 0.2 2005 2009 0.23
0.24 2016 0.15  

2000 2004 1.02
2016 0.61 1-4  

2004 1.05
2016 0.57 1-3  
 
 
 
 



- 18 - 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

- 18 - 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 



- 19 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 20 - 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 

1980

2016

 
 
 
 
 
 



- 21 - 
 

 
 

1970 0.03
 

 

10

1  

 
 

 
 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO203.html 2017 8 23  





- 23 - 
 

2  

 

 
 
 

 

 

 
 

 

2015 10 1 2016 11 30
30

2 3

IC
20 17 1

2 IC 3



- 24 - 
 

30
30

1

15-15
 



- 25 - 
 

2 3  
3

6

 

4  
5

 
6

 
7 3 6

 
7

WHO
 



- 26 - 
 

 
 

30
 

 
 

 
30 2-1  
30 92 55

3.1 1.8 2016
 2017b 1.44

1 1 5
1 5 19

45 19 45
32.2 33.2

 2017c 2005 30 34
2016 36.3

92 1979 2016
1979 2016  

37 10 7
1

1) E 1
10 7

1 G 3
2 K 2 BB 3  

17 8

1 1 11 8
1

 
10 6

7 5  
12

 



1 
 

 



- 28 - 
 

 
2-2 10

 
12 9  

9 10 13
1 1

2
10  

7 1
5 2

3
4  

4 6  
2

3
8  

2

3
4

7  
30 12 40

17 56.7

16 53.3 13 43.3
3 10

4 5 10
 

1 13 43.3 1

2
17 1

 
3



- 29 - 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

- 29 - 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



- 30 - 
 

 
 

30 25
83.3 D W Z BB CC 5 D

CC
BB

R O V W AA BB O V
W Z

W Z
Y  

CC W Z
27  

 
 

6

2-1  

1
2-

2 2017d 2016
954,576 760,079 79.6

11,746 1.2 68,084 7.1

 



- 31 - 
 

 

23 76.7
 

2011
4  

 
 

 
 

 
 



- 32 - 
 

 

2-3  
30 8 26.7 1

3.3 7 23.3 2 6.7
7 23.3 1 3.3 0 4 13.3  

27 1 3.7
7 25.9 2 7.4 4 14.8

0 6 22.2 1 3.7 2 7.4
4 14.8  

2
 

 
 

 
 
 
 



- 33 - 
 

 
28 93.3

 

2-4
 2010

22 73.3
3 J

2)  
5  1994

7 5
 

 1996

 2002
 2004

 
1983 6

1980 1990  
1983

 1998 6

2002 2002
2002

 

3) 1970

 1991



- 34 - 
 

 1998
 2014  2000

 2000  

WHO

 
HP4)

5)

Unassisted Home Birth6)

 

 
 

 
 
 



- 35 - 
 

 
 

30
55  

 

 
30 2-3  
30 55

19 45 33.2 35
39 18 35 2
40 7 2-4  

30 2 55
2

53
21 55 37.1 35 39 16

50 5 2-4   
2017d 2016 5 30 ~34 33.4

 
30 92 1

3 2 6 3 10 4
8 5 3

3.1
1.8  

2-5 1 30
13 43.3 2 27 17

63.0 3 21 13 61.9
4 11 10 90.9 5

3 2 66.7
2

 
 
 



- 36 - 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

- 36 - 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 



- 37 - 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 



- 38 - 
 

 
1979 2016

1970 1 1980 1989 4 1990 1999 2 2000 2009
12 2010 2016 36 2000 48 87.2

 
15 16 2 14 2
17 1 4 4

4 1 3 1 1 6 3
1 2 3 1
2 1  

32
58.2 20 36.4 3 5.4 2-5

 2017a 2016
7.6% 298
36 12.1

 
 

 



- 39 - 
 

 
2-3 52 94.5

2 1
 

49 89.1 43
5 1 1 1

4 44 80
3 7

W Z
CC

3 1
N

D CC 27
1  

32 58.2 4 2
9 4  

 1996 23
 1996 24

 
2005

2010 10
2010 12

 
 
 
 
 



- 40 - 
 

 
 

9 1 2 16 17 10 3
50 5 1

1 1 2 0 0 2-3  
35 2 40 7

1 2 4 3 F
3 4 40 4 45

F 3 1 38
3 42 P 1 2

3 44 E
W 2 16

L 3 2
H 3

9 W 2
 

0

 
 

 
 

A F
H J

 

2011

2011



- 41 - 
 

 

 
 

 

1  

K S

O
L

G
C 1

2 3

 
40

AA
 

 
 

 
 

 



- 42 - 
 

2

 

40

2  

 

 
 

 

J
1958

 
 

http://bambookingdom.net/birth/birthbooks.html 2017 7 27  
2017  

https://blogtag.ameba.jp/detail/%E8%87%AA%E5%8A%9B%E5%87%BA%E7%94%
A3 2017 7 27  
Unassisted home birth http://unassistedhomebirth.com/ 2017 7 27  



- 43 - 
 

 

 
1)  2005a

 2015

 2017a  
 
 

2000
2017e 3-1 2000

0.023 0.02% 2016
0.031 p18 1-3 2000

46,780 10 0.021 2013 38,190 24
0.063 2016 35,125 15 0.043%

16 1.5
3-1 1.5 2

 
2000

3-2 2000 0.81 46,780 380
2016 0.25% 35,125 89

2000 0.38% 46,780 180 2001
0.47% 46,236 216 2016 0.21%

35,125 75
16 3

1 2 1
 

p18
1-4 2004 1.02 2016

0.61 2004 0.7



- 44 - 
 

2006 2016 0.25
2000 0.4 2

2016 0.15 0.2
 

2000 1.08% 46,780 503 2016
0.33% 35,125 116 3 3-3

3-1  
 
 

 
 
 

 
 



- 45 - 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
2011

 2013   
   

 NICU 2014 9
 2014a 96 59 37

2015  2015

 2014b
30

3  
 
 

 

 

 

 



- 46 - 
 

 
 

 
2015 10 2015

12 6 6 2-1 p27
2-2 p29 2-3 p36 G K O R V X 2007 2015

1
3-  

2007 4 G 17 1
1

3

G 4

5
 

2008 1 K 1

1
1 2

2
3  

2012 3 O 20
1

2~3
3~4 2

3
 

2013 3 R
1

2
2

2



- 47 - 
 

3

 
2014 5 V 1 4

1 2 3 4
4

1

1  
2015 4 X 1 2

3
1

4

1
 

 
 

6
G 1

2 O 1

 
K 1

2 3
 

O R V

 
V X

V
 

6 2007 2015
2015 3 (

)  2017b
6 3-4  

O V



- 48 - 
 

X 1

1
 2014 11 6 1

2 3 K 1
2007

1
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 49 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
-  

 
 



- 50 - 
 

 
 

 

 
2000 16

3 1
1.5 2006

 
2007 19  2007a

2007
 

 
 
 

 
 

 

 



- 51 - 
 

 
2005

 

10  
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/12/s1212-10g.html 2017 7 31  





- 53 - 
 

 

 

 

 2017b  
2-1 p27 2-2 p29

2-3 p36

1979 1987 5 A
B D 2001 27

27 47 2001
2016 2001 2005 3 2006 2010 13 2011

31  
 
 

27 47 p29
2-2 1 7 2

1 3
1 4

1 5
1 6 4 7

1 8
1 9

9 10
1  

10
1 9 2

6 7 1



- 54 - 
 

2 3 1 6
 

 
 

 
 

L 2006 2008 2014 2 4
3 2-2 1  
22 1

1)

2
 

2 24

2)

 

2

1



- 55 - 
 

2

F 2003 2006 2013
2 4 3 2-2 1  

1 1

2 4
1 1

 
“ 36 ” “

” “ ”
 

“  
”

“ ”  
 

 

2



- 56 - 
 

 2014 216

 2014 14-17

 

R 2002 2011 2 2013
3 2-2 2  

1 2
3  

1

5)  

2



- 57 - 
 

2
2
1

3
2  

3
1

 

U 2005 2011
1 3 3 2014 4

2-2 6
1  

1

3 3

4
3  



- 58 - 
 

C 2001 2007 1 3 3
2-2 9

“2.5 ”

2

2

40 50
 

P 1 3 3 2-2
9 P 2012 2015 38



- 59 - 
 

P 20

 
 

20

20

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 60 - 
 

 
6

 

2

2
3

 

1

1



- 61 - 
 

1

 
10

7

4-1  

4-1



- 62 - 
 

- 62 - 
 



- 63 - 
 

2014 61-65

 
1

1

1
1

3

1

20 38 1 10

 
1

p15 1-2  

1 2 4



- 64 - 
 

1
 

 
 

 
 

1

1

2

 

 



- 65 - 
 

1
CC DD

2007
19 12 2007

E 2 2005

 
 

p18 1-3 p18
1-4

p19 1-3

p44 3-1 p45 3-3  

2016
4-2 4-3  

0.123 0.094
0.090 0.080 0.066 0.063 0.062

0.06 7
0.64 13 0.23 31

0.07 43 0.39 22 0.15 36
0.23 30 0.44 21 0.57



- 66 - 
 

1.79 1.48 1.33
1.28 1.26 1.17 1.13

1 7 0.032 19 0.030
22 0.011 41 0.015 38 0.026 26

0.053 12 0.18 32

14 25  

 



- 67 - 
 

都道府県 　　総数
全国 976978（人）298（人）
宮　崎
島　根
鳥　取
鹿児島
沖　縄
高　知
京　都
群　馬
福　島
大　分
熊　本
香　川
青　森
北海道
滋　賀

城
埼　玉
長　野
奈　良
東　京
山　口
三　重
愛　媛
大　阪
千　葉
岡　山
岩　手
兵　庫
福　岡
栃　木
岐　阜
神奈川
秋　田
宮　城
山　梨
愛　知
福　井
和歌山
新　潟
石　川
静　岡
長　崎
広　島
富　山
徳　島
山　形
佐　賀

無介助分
表4-2   2016年における無介助分 割合の都道府県順位

出典：厚生労働省　　表の作成：筆者
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資料１　出産における適切な医療技術のためのＷＨＯコンセンサス会議 　出典：ワーグナー  2002

　　《全般的な勧告》

1 保健省庁は、商業市場と医療サービスへの医療技術の投入に関して、明確な方針を 確立しなければならない。 

2 各国は、出産ケアの医療技術を評価するために、共同調査を実施できる可能性を高めなければならない。

3
個々の女性が好むタイプの出産ケアを選べるよう、地域社会全体が出産ケアにおけるさまざまな方法について知らさ
れるべきである。

4
女性同士のサポートグループは、出産に関しては特に、社会的なサポートと知識の伝達のためのメカニズムとして人
間の本質的な営みといえる価値をもつものである。

5
非公式の周産期ケアシステム（伝統的出産介助者含む）が存在するところでは、それらは母親の利益のために正規の
出産ケアシステムと共存し、互いに協力関係を維持しなければならない。一方のシステムが他方に優るという考え方
をせずに、両者が平行して確立されるならば、このような関係には高い効果が期待できる。

6
出産ケアに携わる人たちの教育においては、出産ケアのもつ社会的、文化的、人類学的および倫理的な側面の理解の
向上を目指すべきである。

7
専門家としての助産婦および出産介助者の訓練が奨励されるべきである。正常に経過している妊婦、出産および産後
ケアがこれらの職業の職務となるべきである。

8

医療技術の評価は、複数の専門分野にまたがって、その技術を用いるあらゆる種類の提供者や、疫学者、社会学者、
保健当局などが関わるべきである。医療技術が用いられる対象となる女性たちは、評価の実施や結果の普及のみなら
ず、評価の計画から関わるべきである。評価の結果は、調査が行われた地域社会を含め、調査に関わったすべての人
たちに還元されるべきである。

9
病院で行われている産科業務に関する情報（帝王切開率など）は、病院でサービスを受ける一般市民に対して知らさ
れるべきである。

10
母親となった女性の心理的な健康を保障するために、出産時に彼女が希望する親族と自由に面会できることだけでな
く、出産後も簡単に面会できなければならない。

11
母子の状態が許す限り、健康な新生児は母親と一緒にいるべきである。いかなるプロセスも、健康な新生児を母親か
ら離す理由にはならない。

12 母親が分娩室を出る前であっても、すぐに母乳育児の開始を奨励すべきである。

13
世界でも周産期死亡率が最も低い国々では、帝王切開率は10％以下である。いかなる地域においても、10～15％を超
える帝王切開が行われることは明らかに正当化されない。

14
子宮下部横切開による帝王切開の経験者は次も帝王切開が必要である、という考えに根拠はない。帝王切開経験者に
も、救急の外部設備が利用できる場所では、通常は経膣分娩を勧めるべきである。

15

分娩中にルーチンで分娩監視装置を使用することが、妊娠の転帰によい影響を与えるという根拠はない。分娩監視装
置は、注意深く選ばれた医学的ケース（高い周産期死亡率に関わるような）と、誘発分娩に対してのみ使用されるべ
きである。分娩監視装置とそれを用いる適格な人材を利用できる国では、分娩監視装置の使用によって恩恵を得ると
思われる特定の女性を選びだすために調査を実施すべきである。その結果が判明するまでは、国営の医療機関は、分
娩監視装置の新たな購入を控えるべきである。

16 剃毛と分娩前の浣腸の適応はない。

17
女性は陣通時あるいは分娩時に砕石位をとらせるべきではない。女性は陣通時に歩行するよう勧められるべきであ
り、分娩時にどのような体位をとるかはそれぞれの女性が自由に選択すべきである。

18
会陰切開を決まって行うことは正当化されない。これに代わる方法で会陰を守ることについて、評価・採用していく
べきである。

19
分娩は便利さのために誘発されてはならず、分娩誘発は特定の医学的適応にのみ用いられるべきである。いかなる地
域においても、分娩誘発の割合が10％を超えてはならない。

20
分娩中に鎮痛剤や麻酔剤をルーチンに投与することは、分娩時の合併症の解決あるいは予防のために特に必要でなけ
れば、これを避けるべきである。

21
通常、破水は分娩のかなり遅い段階まで必要ではない。早朝に人工的な破膜をルーチンとして行うことは、科学的に
正当化されていない。

　　《勧告の実施について》

1 各国政府は、保健省庁において、適切な医療技術の評価を促進・調整する部門・部署を明確にしなければならない。

2 医療財源の供給機関は、医療技術の乱用を抑えるため、財政的な規制を行うべきである。

3

医療技術に対して批判的な姿勢を持ち、出産ケアの情緒的・心理的・社会的な側面を尊重する姿勢をもった産科ケア
施設を特定すべきである。このような施設は奨励されるべきであり、また、これらの施設がそうなるに至った過程を
調べることで、他の施設に対して同様の姿勢を促し、全体の産科的見解に対して影響を与えるモデルとしなければな
らない。

4
出産ケアで用いられる医療技術の評価結果は、医療専門家が行動を改め、利用者や一般市民が自己決定を行うための
論拠を与えるために、広く知らされるべきである。

5
各国政府は、適切な評価が行われたのちでなければ新しい出産医療技術の使用が許可されないような規制を行うこと
をよく検討すべきである。

6
出産に関わる医療提供者や保健当局、利用者、女性団体、およびマスメディアを含めた出産会議を、国および地域レ
ベルで行うことを奨励すべきである。
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表7-1　産科医・助産師の活用するガイドライン

年 対象となる主な職種 制度 ガイドライン・マニュアル

1990 助産師（開業） 助産所開設の手引き

1999 助産師（開業） 助産所開業マニュアル

2002 助産師（開業） 助産所開業マニュアル　改訂版

2004 助産師（開業） 助産所業務ガイドライン

2006
産科医、小児科医、助

産師
科学的根拠に基づく快適な妊娠出産のためのガイドライン（2006）

2007
産科医、小児科医、助

産師
新生児蘇生法（NCPR）普及事業 日本版救急蘇生法ガイドラインに基づく　新生児蘇生法テキスト

2008 産科医、助産師 産婦人科診療ガイドライン　産科編

2009 助産師（開業） 助産所業務ガイドライン　2009年改訂版

産科医、助産師
産科医療補償制度（財団法人日本医
療機能評価機構）

2011 産科医、助産師 産婦人科診療ガイドライン　産科編2011

産科医、小児科医、助
産師

新生児蘇生法（NCPR）普及事業 日本版救急蘇生法ガイドライン2010に基づく　新生児蘇生法テキスト

2012 助産師 エビデンスに基づく助産ガイドライン―分娩期2012　日本助産学会誌

2013 助産師（開業） 助産所開業マニュアル　2013年版

産科医、小児科医、助
産師

科学的根拠に基づく快適で安全な妊娠出産のためのガイドライン2013年版

2014 助産師（開業） 助産業務ガイドライン　2014

産科医、助産師 産婦人科診療ガイドライン　産科編2014

2016 助産師 エビデンスに基づく助産ガイドライン―妊娠期・分娩期2016　日本助産学会誌

2017 産科医、助産師 産婦人科診療ガイドライン　産科編2017
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　表7-2　妊婦管理リスト

対象者 適応

以下の４項目に該当するもの
１、妊娠経過中継続して管理され、正常に経過しているもの
２、単胎・頭位で経膣分娩が可能と判断されたもの
３、妊娠中、複数回、助産師と連携する産婦人科医師の診察を受けたもの
４、助産師、産婦人科医師双方が助産所または院内助産で分娩が可能と判断したもの
１、理学的所見のあるもの
２、産科以外の既往のある妊婦
３、産科的既往がある妊婦　妊娠中の発症を認めないもの
４、異常妊娠経過が予測される妊婦
１、合併症のある妊婦
２、婦人科疾患の既往または合併症のある妊婦
３、母子感染の危険性がある感染症の妊婦
４、産科的既往がある妊婦
５、異常な妊娠経過の妊婦
６．異常な分娩経過の妊婦
７、産褥期に異常がある妊婦

A 助産師が管理でき
る対象者

B　連携する産婦人科
医師と相談の上、協
働管理すべき対象者

C　産婦人科医師が
管理すべき対象者

出典：『助産業務ガイドライン2014』
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表7-3　プライベート出産の選択に影響している管理指針と医療政策

出産場所 病産院 助産所 自宅・その他

主な立会い者 医師・助産師 助産師 助産師

出産管理者 医師 助産師 助産師

管理指針 産婦人科診療ガイドライン 助産業務ガイドライン

医療法第19条

出産施設の集約化・重点化

現代の出産環境に
関係する政策
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